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肺梗塞にて発症したと思われる心雑音を聴取しない右心室粘液腫の1例
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§抄録

我々は，まれな疾患である右心室粘液腫を経験し

た．症例は５８歳，女性．突然の右側胸部痛,右背部

痛を主訴に受診した．心雑音は聴取せず，胸部Ｘ線

像は心拡大と右胸水貯留を認めた．心電図上，不完

全右脚ブロックを認めた．心臓超音波検査では右心

室内に斑状エコーを認め，収縮期に一部が流出路方

向に向う振子様運動をしていた．胸部MRIでは右

心室内に腫傷を認め,一部は肺動脈に突出していた．

腫傷は斑状を呈し，Ｔ1強調像で正常心筋と同程度

の信号強度で，Gd-DTPA静注で信号が著しく増強

された．心臓カテーテル検査では右心房造影にて右

心室内に柔軟な可動性のある腫傷を認め，冠状動脈

造影では右冠状動脈からのtumorclusterを認め

た.手術では腫傷は右心室内にあり，三尖弁の膳索，

乳頭筋に茎を有し流出路に突出する粘液腫と判明し

た．

原発性心臓腫傷の発生頻度は比較的まれであり

0.0017～0.2％と報告されている．良性心臓腫傷の

うち粘液腫は３０～６０％と報告されている．しかし心

臓粘液腫の右心室内の発生は極めて少ない．心臓粘

液腫による塞栓症は主な合併症であるが，右心系粘

液腫では塞栓症は比較的少ない．

我々は右側胸部痛，右背部痛により発症し，心拡

大と右胸水貯留の胸部Ｘ線所見から肺動脈の塞桧作

が疑われ，心雑音を呈さない非典型的な右心室粘液

腫を経験したので報告した．

（心臓２５：1348～1352,1933.）

●症例

肺梗塞にて発症したと

思われる心雑音を聴取しない

右心室粘液腫の１例
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§ 症例

症例：５８歳，女性．

主訴：右側胸部痛，右背部痛．

既往歴：高血圧症．胸痛の既往はない．

家族歴：特記すべき事はない．

現病歴：1991年３月１４日夜間に突然右側胸部

痛，右背部痛が出現した．自宅で安静にしていた

が，症状の改善を認めず，３７°Ｃの微熱があったた

めに近医を受診した．受診時の胸部Ｘ線像(図１）

では心拡大と右胸水貯留が認められ，呼吸器の専

門病院を紹介された．３月１５日，心臓超音波検査

で右心室内に異常エコーが発見され，精査目的に
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心臓粘液腫は左心房からの発生が多く，右心室

からの発生は極めて少ない．我々が調べ得た範囲

では右心室粘液腫は欧米の文献で53例,日本の文

献で22例を認めるのみであった．今回我々は右

心室粘液腫の’例を経験したので，文献的考察を

加え報告する．
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